
西都原発「考古学ノート」

2015（平成27）年度 西都原考古博物館の事業について

2014 年は開館 10 周年を迎えた年であり、さまざまな事業や新たな試みにがむしゃら
に走り続けた日々であった。4 月の開館 10 周年記念式典に始まり、年間を通しての記念
特別展（展示会Ⅰ～Ⅳ）の開催、4 冊の図録の刊行、韓国国立羅州博物館との学術文化
交流協定の締結、西都原古墳群総括報告書の刊行など、立ち止まることもないまま一年

が過ぎ去った。この一年は、開館から積み上げてきた西都原考古博物館の活動と、大正

時代の発掘から 100年が経過した西都原古墳群の調査と研究の足跡と到達点を明確にし、
今後進むべき方向性を模索するための一つの定点となるものと考えている。

年度が変わり、定期人事異動によってスタッフの半

数が入れ替わった。ここから、また、新たな歩みを進

めなければならない。開館 12 年目の今年度は、通常
のペースに戻り、特別展 1 回、国際交流展 1 回、企画
展 2 回を予定している。古墳群の発掘調査と整備工事
も継続する必要がある。

春の展示は、企画展Ⅰ「文字が伝えたもの～宮崎県

出土考古資料にみる文字と心～」を開催する。重要文

化財「児湯郡印」や「景初四年銘」銅鏡をはじめ、平

城京で出土した「日向国」と記された木簡、隼人の盾

の裏側に残された落書き、祭祀に用いられた大量の墨

書土器、小石一つに一文字ずつ写経された一字一石経

など、考古学的な出土品に見られる文字を取り上げる。

夏の特別展は、「生目・西都原・新田原～日向にお

ける古墳時代の首長墓系譜を読む～」を開催する。古

墳時代の前・中・後期の代表的な古墳群を取り上げ、

古代日向の首長墓の変遷とその背景を探るものであ

る。これは、この数年、県や関連市町で進めている「南

九州の古墳文化を世界文化遺産に」という取り組みに

連動するものである。

秋の国際交流展は、「美と技と祈り～台湾原住民の

植物利用と南九州人の軽石利用～」と題して、2013年
12 月に学術文化交流協定を締結した台湾新北市十三
行博物館との共催展示を行う。樹皮布、カラムシ、バ



ナナシルクなどの植物を利用した台湾原住民の服飾文化と、過酷な自然災害の爪痕（火

山噴出物）である軽石を、原始古代から現代に至るまでの南九州の人々が、実生活や精

神文化の具として利用してきた歴史を紹介する。

冬の企画展は、「それは何を運んだのか～古墳時代のフネ・舟・船～」を開催する。

重要文化財の埴輪船をはじめ、新たに確認された船形埴輪、古墳の埋葬空間に描かれた

舟、水田跡から出土したフネ（槽）など、モノや魂を運んだフネを紹介する。

古墳群の調査と整備については、昨年度の 265 号墳（船塚）の発掘調査で、左くびれ
部に造り出しの存在が明らかになり、小片ながらも出土した須恵器から築造時期が 5 世
紀後半～末頃（少なくとも 6 世紀には下らない）ということが確認された。また、後円
部墳頂平坦面において大正時代の調査坑の輪郭が確認され、碧玉製管玉 1点が出土した。
引き続き本年度は、大正時代調査の検証として、主体部（木棺直葬）の調査が必要と考

えている。

100号墳の再整備については、本コラムの 37号（2015年 2月 7日付け）で書いたよう
に、発掘された状態で葺石を露出公開していた墳丘に対し、保護盛土での被覆と芝貼り

によって築造当時の墳形復元を行う計画である。これは、整備公開から 12年が経過し、
古墳本来の姿を理解してもらうという所期の目的は達成されたという判断から、より保

存に重心をおいた整備に移行するものである。昨年度の後円部に続き、本年度は前方部

と周堀部の工事を行い、整備を完了する予定である。

博物館の展示室では、古墳の大型立体模型２台をスクリーンとして、撮影画像やコン

ピュータグラフィックを駆使した解説映像を映している。西都原古墳群の盟主である男

狭穂塚・女狭穂塚は、陵墓参考地であることから域内への立ち入りが制限されている。

また、九州一の規模を誇る前方後円墳（男狭穂塚は列島一の帆立貝形古墳）であるが故

に、その全体形が分からないという難点がある。これを解決する一つの手段として、大

型模型と解説映像は、あたかも上空から巨大古墳を見下ろしているかのように、その形

状と規模を体感できるものとして好評であるが、開館以来同じソフトを映写してきたこ

とから内容の更新を計画した。「被葬者の謎を探る」と題したソフトに、地中レーダー

探査をはじめとする近年の研究成果を盛り込み、「巨大古墳の築造の謎を探る」とする

更新版のソフトを製作した。本年度は、西都原古墳群の全体を表現した大型模型に映写

するソフトについて、古墳群形成の過程とその意味について考える内容を加えて更新版

を製作する。

その他、2015 年度は、展示室内の解説パネル等の情報について、ICT を活用した多言
語化の取り組みを行う。外国からの来館者をはじめ、博物館利用者の利便性の向上を図

り、併せて「南九州の古墳文化を世界文化遺産に」という機運を盛り上げていきたいと

考えている。

（東 憲章）


